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top news

国勢調査のあれこれ 四の巻
いよいよはじまる国勢調査

あなたとこのまちの21世紀のために10月1日、国勢調査を実施します。
5年に1度、日本に住んでいるすべての人を対象に行う大規模な統計調査です。

調
査
員
が
伺
い
ま
す

９
月
下
旬
か
ら
、
国
勢
調
査
員

が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
調
査
票
を

配
り
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

調
査
票
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、

10
月
１
日
現
在
の
皆
さ
ん
の
状

況
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。記

入
し
て
い
た
だ
く
項
目
は
、
男

女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
就
業

状
態
、通
勤
・
通
学
地
、住
居
の

種
類
な
ど
17
項
目
で
す
。

　
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
を
作
成
す
る
た
め
だ

け
に
使
い
、
調
査
票
は
集
計
後

に
溶
か
し
ま
す
。調
査
票
に
書

か
れ
た
こ
と
が
他
に
も
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。10
月
上
旬

ま
で
に
、
再
び
国
勢
調
査
員
が

調
査
票
を
受
け
取
り
に
お
う
か

が
い
し
ま
す
。

12
月
か
ら
公
表
し
ま
す

　
調
査
の
結
果
は
、
今
年
の
12

月
か
ら
公
表
し
ま
す
。ま
ず
、

人
口
や
世
帯
数
の
速
報
値
を
、

そ
の
後「
高
齢
者
世
帯
の
状
況
」

や
「
労
働
力
状
態
、
産
業
別
構

成
」
な
ど
を
順
次
集
計
・
公
表

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
ま

統
計
が
必
要
で
す
。も
し
、
皆

さ
ん
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
回
答
内
容
が
不
正
確
、

不
完
全
だ
と
、
精
度
の
低
い
統

計
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
ま
ち
の
未
来
の
た

め
に
、
あ
な
た
の
現
在
を
調
査

票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
企
画
課
☎
０
２
９‐

８
９
２‐

２
６
４
９

ち
づ
く
り
を
進
め
る
貴
重
な
資

料
と
し
て
役
立
て
て
行
き
ま
す
。

ま
ち
の
未
来
の
た
め
に

　
現
在
、
日
本
は
少
子
・
高
齢

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

住
宅
や
福
祉
、
医
療
の
面
で
ど

う
い
っ
た
対
策
が
必
要
か
を
、

調
査
結
果
か
ら
探
っ
て
い
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、
正
し
い

投
票
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で 

※
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

投
票
所

投
票
は
市
内
38
箇
所
の
投
票
所

で
行
い
ま
す
。投
票
所
入
場
券

を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
投

票
所
を
ご
確
認
の
う
え
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
投

票
所
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券

ハ
ガ
キ
１
枚
に
世
帯
４
人
ま
で

連
記
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
切

り
離
し
て
必
ず
本
人
が
投
票
所

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
（
９
月
11
日
）
に
仕

事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
行

け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
に
よ
っ
て
期
日
前
投
票

開
始
の
期
日
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。９
月

４
日（
日
）以
降
は
、
す
べ
て
の

選
挙
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

告
示
日
・
公
示
日

県
知
事
選
挙
：
告
示
日
８
月
25

日（
木
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙
：
公
示
日

８
月
30
日（
火
）

投
票
資
格

昭
和
60
年
９
月
12
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
日
本
国
民
で
６
月
１
日

以
前
か
ら
引
き
続
き
稲
敷
市
に

住
所
を
有
す
る
方
。（
転
入
の
場

合
は
、
平
成
17
年
６
月
１
日
ま
で

に
転
入
手
続
き
を
し
た
方
）

○
期
間

県
知
事
選
挙
：
８
月
26
日（
金
）

か
ら
９
月
10
日（
土
）ま
で

衆
議
院
議
員
総
選
挙
：
８
月
31

日（
水
）か
ら
９
月
10
日（
土
）ま

で国
民
審
査
：
９
月
４
日（
日
）か

ら
９
月
10
日（
土
）ま
で

○
時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
ま
で

○
場
所
：
稲
敷
市
役
所
各
庁
舎

（
江
戸
崎
庁
舎
・
新
利
根
庁
舎
・
桜

川
庁
舎
・
東
庁
舎
）

※
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、
稲
敷
市
以

外
の
市
町
村
や
病
院
、
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
も

従
来
ど
お
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

代
理
投
票

身
体
の
故
障
や
字
が
書
け
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
投
票
用
紙
に

自
書
で
き
な
い
方
は
投
票
所
の

係
員
が
代
筆
し
ま
す
。書
い
た

内
容
は
ほ
か
に
漏
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
江
戸
崎
庁
舎
内
）
☎
０
２
９‐

８
９
２‐

２
０
０
０
（
内
線
２

２
０
８
）

9月11日（日）投票
衆議院議員総選挙、最高裁判所裁判官国民審査、茨城県知事選挙

県内の他市町村へ転出される方へ　※県知事選挙
茨城県内の他の市町村へ住所を移した方で稲敷市の選挙
人名簿に登録されている方は、県知事選挙の投票をする
際、「転出先の市町村に引き続き住所を有する証明」の提
示が必要となります。この証明は新住所地の住民票担当
窓口で交付されますので、事前にご準備ください。

誰のためでもない。
自分のために、

ワタシは投票する。

国勢調査の流れ
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top news

年金って老後だけじゃないんだ！
保険料は忘れずに納めましょう

茨城年金電話相談センターをご利用ください
年金相談を専用電話でお受けしていますのでお気軽
にご利用ください。
☎029-302-1

い い ろ う ご

165
相談時間：午前8時30分～午後5時まで（土・日・祝
日および年末年始を除く）

　電話による厚生年金、国民年金に関する年金相談
（障害年金を除く）を受け付けています。
　電話をするときは、お手元に年金手帳（基礎年金番
号通知書）と年金証書を用意してからお問い合わせく
ださい。
　障害年金に関する相談は、社会保険事務所へお問
い合わせてください。

国民年金Q＆A
Q：大学を卒業すれば、会社員として厚生年
金保険に加入するので、大学生の間は国民年
金の保険料を納めなくてもいいでしょうか？
A：20歳以後保険料を未納にしておくと、在
学中のみならず、社会人になって厚生年金保
険等に加入してからも一定の期間は、万一障
害や死亡という事故がおきても障害年金や遺
族年金を受けられない場合があります。これ
は、障害年金や遺族年金を受けるには、20
歳以後の期間のうち3分の2以上保険料を納
めることが必要だからです。２～３年くらい
と考えていると取り返しのつかないことにな
りますので、保険料は必ず納めましょう。

国
民
年
金
保
険
料
は
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
40
年
間
納
め
ま
す
。

金
額
は
、
性
別
・
年
齢
・
所
得

に
関
係
な
く
一
律
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方

第
１
号
被
保
険
者

（
学
生
・
自
営
業
者
等
）

社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
納
付
書
で
、
各
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
農
協
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
取
り
扱
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
）・
社

会
保
険
事
務
所
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

第
２
号
被
保
険
者

（
会
社
員
・
公
務
員
等
）

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
掛
け

金
の
中
か
ら
、
拠
出
金
と
し
て

ま
と
め
て
支
払
っ
て
い
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者

（
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
）

配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金

制
度
が
ま
と
め
て
支
払
っ
て
い

ま
す
の
で
、
個
別
に
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

被
扶
養
者
の
届
出
が
必
要
で
す
。

早
割
が
お
得
で
す

４
月
か
ら
前
納
制
度
を
活
用
し

た
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度

（
早
割
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

早
割
に
よ
る
納
付
は
、「
当

月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
引

落
し
」と
な
る
こ
と
で「
早
割
」

と
な
り
ま
す
。毎
月
納
付（
当
月

振
替
）
な
ら
１
ヶ
月
に
つ
き
40

円
割
引
と
な
り
ま
す
。

　
初
回
分
の
み
「
前
月
分
」
と

「
当
月
分（
早
割
）」の
２
ヶ
月
分

を
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。た
だ
し
、
前
月
分
の

保
険
料
の
納
付
を
社
会
保
険
事

務
所
で
確
認
で
き
て
い
る
場
合

は「
当
月
分
」の
み
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
お
得
な
６
ヶ
月
前

納
・
年
間
前
納
も
あ
り
ま
す
。

17
年
度
後
半
の
６
ヶ
月
前
納
の

ご
相
談
は
８
月
中
に
、
18
年
度

の
年
間
前
納
の
ご
相
談
は
２
月

中
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
月
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
申
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

金
融
機
関
等
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
‐
８
２
４
‐
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
☎
０

２
９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０

（
内
線
４
６
０
９
）

保険料の額…月額13,580円
付加保険料…月額400円（保険料を
増やしたいと希望する方）

社
会
福
祉
協
議
会
が
合
併
へ

本
部
は
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

７
月
12
日
、
稲
敷
市
江
戸
崎
公

民
館
に
お
い
て
社
会
福
祉
協
議

会
合
併
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。式
で
は
、
各
社
協
の
会
長

が
合
併
契
約
書
お
よ
び
合
併
協

定
書
に
署
名
捺
印
し
、
10
月
１

日
に
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
し
て
新
設
さ
れ
る
こ
と
が
正

式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
現
在
の
４
社
協

は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
当
面
、
稲
敷
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
支
所
と
し
て
置
か
れ
、

支
所
事
業
等
を
行
い
地
域
福
祉

の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
稲
敷
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
本
部
は
、
江
戸
崎
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
な
り
ま
す
。ま

た
、
旧
町
村
毎
に
設
置
さ
れ
る

支
所
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り

で
す
。

県
で
は
、
屋
外
広
告
物
に
対
し

て
、
良
好
な
景
観
の
形
成
や
風

致
の
維
持
、
公
衆
に
対
す
る
危

害
を
防
止
す
る
た
め
、
茨
城
県

屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、
必

要
な
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
電
柱
な
ど
の
屋
外
広
告
物
の

表
示
が
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る

物
件
へ
表
示
さ
れ
る
ビ
ラ
や
立

看
板
、
歩
道
上
の
置
看
板
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
設
置
さ
れ

た
の
ぼ
り
旗
、
禁
止
区
域
へ
設

置
さ
れ
た
野
立
広
告
な
ど
違
反

広
告
物
が
目
立
ち
、
町
の
美
観

が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

条
例
を
改
正
し
、
違
反
広
告
物

に
対
す
る
罰
金
額
の
引
き
上
げ

を
行
い
、
全
国
で
最
も
重
い
罰

則
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
せ
て
広
告
主
、
屋

外
広
告
業
者
、
広
告
物
を
設
置

す
る
土
地
の
所
有
者
等
の
責
務

を
明
文
化
し
、
県
・
市
町
村
で

は
、
屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守

に
つ
い
て
、
一
層
、
強
い
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

※
広
告
物
の
表
示
と
は
、
広
告

物
の
表
示
お
よ
び
広
告
物
を
掲

違
反
広
告
物
の
罰
金
額
引
き
上
げ

９
月
は「
屋
外
広
告
物
美
化
強
化
月
間
」で
す

出
す
る
物
件
の
設
置
を
い
い
ま

す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
で
は
、

違
反
広
告
物
の
表
示
の
み
に
限

ら
ず
、
屋
外
広
告
物
条
例
違
反

に
つ
い
て
は
全
て
１
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

●
稲
敷
市
都
市
計
画
課
☎
０
２

９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内

線
５
７
０
０
）

●
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市

計
画
課
☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐

４
５
７
９

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
、
広
告
物
を
表

示
し
よ
う
と
す
る
方
は
、

左
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

稲敷市社会福祉協議会 江戸崎甲1992番地 ☎029-892-5711
新利根支所 伊佐津3239番地の1 ☎0297-87-6888
桜川支所 須賀津208番地の1 ☎029-892-2000（内線4800）
東支所 結佐2534番地 ☎0299-78-3391

社会福祉協議会の所在地　（平成17年10月１日から）
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ね
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知

性
高
齢
者
等
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
方
に
慰
労
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
：
要
介
護
４
ま
た

は
５
（
相
当
す
る
方
を
含
む
）
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
在
宅
で
常
時
介
護
す
る
方

で
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方

支
給
条
件
：
平
成
16
年
８
月
１

日
か
ら
平
成
17
年
７
月
31
日
の

間
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
一

週
間
ま
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利

用
を
除
く
）
を
利
用
し
て
い
な

い
方

支
給
額
：
年
額
10
万
円

申
込
期
限
：
平
成
17
年
９
月
30

日（
金
）ま
で

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
２

０
０
０
（
内
線
３
２
０
０
・
３
２

０
６
）

家
族
介
護
慰

労
金
支
給

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
小

学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断
を

別
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
家
庭
に
は
、
通
知
を

９
月
下
旬
に
送
り
ま
す
の
で
、

該
当
の
小
学
校
で
受
診
し
て
く

小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ

就
学
時
健
康
診
断

だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
以
降
に
市

へ
転
入
さ
れ
た
方
や
、
転
出
予

定
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

該
当
者
：
来
年
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
ん（
平
成
11
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

は
、
廃
棄
二
輪
車
を
二
輪
車
販

売
店
（
以
下
、
廃
棄
二
輪
車
取
扱

店
）
や
指
定
引
取
窓
口
に
お
い

て
引
取
り
、
こ
れ
ら
を
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
に
お
い
て
適
正
に
リ

サ
イ
ク
ル
・
処
理
を
行
う
も
の

で
す
。

　
二
輪
車
を
廃
棄
す
る
場
合
に

は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
資
源
の
有
効
活
用
・
適
正
処

理
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
等
の
負
担
が
基

本
的
に
必
要
で
す
）

江戸崎小学校 10月14日（金）
君賀小学校 11月8日（火）
沼里小学校 10月17日（月）
鳩崎小学校 11月4日（金）
高田小学校 10月21日（金）
根本小学校 10月27日（木）
柴崎小学校 10月6日（木）
太田小学校 10月20日（木）

阿波小学校 10月27日（木）
浮島小学校 10月24日（月）
古渡小学校 10月21日（金）
あずま南小学校 11月10日（木）
あずま東小学校 10月6日（木）
新東小学校 11月17日（木）
あずま北小学校 10月5日（水）
あずま西小学校 10月20日（木）

就学時健康診断日程

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ー
ト

オ
ー
ト
バ
イ
も
資
源
と
し
て
回
収

　
廃
棄
二
輪
車
の
引
取
り
を
行

う
廃
棄
二
輪
車
取
扱
店
・
指
定

引
取
窓
口
や
、
お
支
払
い
が
必

要
に
な
る
費
用
等
の
本
シ
ス
テ

ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
０
３
‐
３
５
９
８

‐
８
０
７
５

受
付
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
等
を
除
く
）

本田技研工業（株）／ヤマハ発動機（株）／ス
ズキ（株）／川崎重工業（株）／（株）成川商会
／（株）カジバ・ジャパン／（有）アプリリア
ジャパン／（株）福田モーター商会／（株）キ
ムコ・ジャパン／（株）プレストコーポレー
ション／（有）ブライト／ドゥカティジャパ
ン（株）／ビー・エム・ダブリュー（株）／ト
ライアンフ・ジャパン（株）／（株）エムズ商
会／伊藤忠オートモービル（株）

2005年7月現在

火
葬
・
斎
場
の
聖
苑
香
澄
で
は
、

「
芳
名
板
」（
写
真
）を
施
設
内
ロ

ビ
ー
に
設
置
し
10
月
１
日（
土
）

か
ら
利
用
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
芳
名
板
は
、
市
町
村
で

発
行
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
花

輪
ポ
ス
タ
ー
に
代
わ
る
物
で
、

芳
名
板
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
葬
儀
の
簡
素
化
や
利
用

す
る
方
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
な
り
ま
す
。

　
芳
名
板
に
つ
け
る
専
用
の
名

札
紙
（
１
枚
20
円
）
は
聖
苑
香
澄

窓
口
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

聖
苑
香
澄
、
芳
名
板
を
設
置

10
月
１
日
よ
り
利
用
で
き
ま
す

ま
た
、
生

花
や
内
盛

籠
な
ど
に

つ
い
て
も

芳
名
板
で

掲
示
す
る

こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

な
お
、

芳
名
板
の

設
置
に
よ

り
、
こ
れ

ま
で
施
設

内
の
壁
や
窓
に
掲
示
し
て
い
た

花
輪
ポ
ス
タ
ー
は
10
月
か
ら
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

「
聖
苑
香
澄
」
☎
０
２
９
‐
８

９
４
‐
４
５
１
０
／
稲
敷
市
須

賀
津
１
８
７
２
‐
６

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
、

次
の
３
人
の
方
が
自
衛
隊
茨
城

地
方
連
絡
部
お
よ
び
、
市
よ
り

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
談
員
は
、
入
隊
希
望
者
へ

の
説
明
や
自
衛
隊
員
と
し
て
適

格
者
と
思
わ
れ
る
青
少
年
の
推

薦
を
行
う
な
ど
、
自
衛
官
の
募

集
に
関
す
る
活
動
を
さ
れ
ま
す
。

　

自
衛
隊
に
入
隊
し
た
い
方
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

江
戸
崎
地
区
＝
小
林
三み

令の
り

（
下

君
山
１
６
４

３
）
☎
０
２

９
‐
８
９
２

‐
１
０
４
５

新
利
根
地
区
＝
野
村
肇
（
柴
崎

１
８
０
）
☎

０
２
９
７
‐

８
７
‐
３
１

２
７

桜
川
地
区
＝
高
須
行
雄
（
浮
島

８
１
２
‐
１
）

☎
０
２
９
‐

８
９
４
‐
６

３
５
０

自
衛
官
募
集

相
談
委
員

各
委
員
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

特
別
職
紹
介

参加二輪車メーカー・輸入事業者

で
に
生
ま
れ
た

方
）

●
稲
敷
市
教
育

委
員
会
学
校
教

育
課
☎
０
２
９

７
‐
８
７
‐
３

４
２
９（
直
通
）

教
育
委
員

監
査
委
員

固
定
資
産
評
価
委
員

委
員
長

吉
田
薫

（
伊
佐
部
）

委
員
長
職
務

代
理
者

小
川
孝

（
椎
塚
）

委
員

冨
山
文
代

（
柴
崎
）

委
員

中
條
久
美
子

（
大
宿
）

教
育
長

田
中
弘
一

（
神
宮
寺
）

松
本
隆

（
高
田
）

松
浦
金
一

（
柴
崎
）

内
埜
悦
男

（
上
馬
渡
）

黒
田
眞
一

（
阿
波
崎
）

石
上
康
夫

（
土
浦
市
）

大
竹
祐
助

（
橋
向
）

平
野
正
雄

（
甘
田
）

さ
れ
た
委
員
の
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

稲
敷
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で

承
認
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任

topics
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informationくらしと情報

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

75
歳
以
上
の
方
を
ご
招
待

【
総
務
部
】

▽
新
利
根
総
合
窓
口
課
＝
課

長
・
内
田
恒
雄（
江
戸
崎
総
合
窓

口
課
）
▽
江
戸
崎
総
合
窓
口
課

＝
参
事
・
高
田
賢
一（
江
戸
崎
公

民
館
）
▽
参
事
・
朝
比
富
士
雄

（
江
戸
崎
第
一
保
育
所
）
▽
東
総

合
窓
口
課
＝
課
長
補
佐
・
岩
瀬

よ
志
江（
保
険
課
）

【
市
民
生
活
部
】

▽
市
民
課
＝
課
長
・
高
城
太
一

（
東
保
健
セ
ン
タ
ー
）
▽
保
険
課

＝
副
参
事
・
神
保
孝
行（
江
戸
崎

総
合
窓
口
課
）

【
保
健
福
祉
部
】

▽
社
会
福
祉
課
＝
課
長
・
大
島

功
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

▽
児
童
福
祉
課
＝
課
長
・
葉
梨

栄
（
都
市
計
画
課
）
▽
東
保
健
セ

ン
タ
ー
＝
所
長
・
宮
本
国
男（
児

童
福
祉
課
）
▽
江
戸
崎
第
一
保

育
所
＝
所
長
・
津
本
義
衛
（
桜

川
総
合
窓
口
課
）▽
社
会
福
祉
課

＝
課
長
補
佐
・
根
本
滋（
東
総
合

窓
口
課
）

【
産
業
建
設
部
】

▽
次
長
・
寺
田
寛
志（
学
校
教
育

課
）
▽
都
市
計
画
課
＝
課
長
・

稲
敷
市
人
事
異
動

８
月
１
日
付
、係
長
以
上

臼
田
正
男（
新
利
根
総
合
窓
口
課
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
学
校
教
育
課
＝
課
長
・
吉
岡

か
つ
子（
市
民
課
）▽
生
涯
学
習

課
＝
参
事
兼
課
長
・
大
竹
克
己

（
産
業
建
設
部
）
▽
江
戸
崎
公
民

館
＝
参
事
兼
館
長
・
松
葉
俊
雄

（
議
会
事
務
局
）
▽
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
＝
所
長
・
高
橋

秀
夫
（
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

▽
新
利
根
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
＝
所
長
・
小
泉
薫（
桜
川
公

民
館
）▽
桜
川
公
民
館
＝
館
長
・

菊
地
利
明
（
新
利
根
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
）▽
東
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
＝
所
長
・
村
田
一
男（
社

会
福
祉
課
）
▽
江
戸
崎
総
合
運

動
公
園
＝
課
長
補
佐
・
木
内
周

一
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
▽
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝
係

長
・
海
老
原
貞
夫（
新
利
根
総
合

窓
口
課
）

【
議
会
事
務
局
】

▽
局
長
・
土
肥
徳
良（
生
涯
学
習

課
）

【
農
業
委
員
会
】

▽
局
長
補
佐
・
油
原
久
之
（
保

険
課
）

午前9時30分～10時30分 受付
午前10時30分～11時30分 式典
午前11時30分～午後1時 昼食・休憩

（芸能発表）

午後1時～3時 公演

多岐川舞子
（歌謡ショー）

堺すすむ
（歌謡漫談）

初代コロムビアローズ
（ゲスト）

市
で
は
、
金
婚
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
左
記
の
用
件
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
民
生
委
員
ま
た
は
市
役

所
社
会
福
祉
課
へ
申
し
出
て
下

さ
い
。９
月
22
日
（
木
）
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

日
程
：
11
月
24
日（
木
）

会
場
：
パ
レ
ス
歌
舞
伎
（
江
戸

崎
）

対
象
者
：
①
本
年
度
結
婚
50
周

年
を
迎
え
ら
れ
る
方
（
昭
和
30

年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
31
年
３
月

31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
方
。戸

籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
結
婚
年
月

日
を
基
と
し
ま
す
）
②
結
婚
50
周

年
を
過
ぎ
て
い
る
が
、
ま
だ
金

婚
祝
賀
会
の
招
待
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
、
記
念
品
を
貰
っ

た
こ
と
が
な
い
方

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
☎
０
２
９‐
８
９
２‐

２
０
０
０（
内
線
３
２
０
０
）

金
婚
祝
賀
会

開
催

旧
町
村
で
行
っ
て
い
た
敬
老
会

で
す
が
、
今
回
は
市
と
し
て
１

箇
所
の
会
場
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。収
容
人
員
の

関
係
上
、
招
待
者
の
年
齢
は
75

歳
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。な
お
、
記
念
品
贈
呈
者
に

つ
い
て
は
、
70
歳
以
上
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
：
９
月
19
日（
月
）午
前
10

時
30
分
開
会

会
場
：
稲
敷
市
江
戸
崎
体
育
館

招
待
者
：
75
歳
以
上
の
方
（
昭

和
６
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
の

方
）

記
念
品
贈
呈
者
：
70
歳
以
上
の

方
（
昭
和
11
年
３
月
31
日
以
前
生

ま
れ
の
方
）

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
☎
０
２
９‐

８
９
２‐

２
０
０
０（
内
線
３
２
０
０
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
な
ど

の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。未
登
記
の
建
物
や
、

滅
失
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋

の
場
合
、
取
り
壊
し
て
も
届
出

が
な
い
と
課
税
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
税
務
課
☎
０
２
９
‐

８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内
線
４

５
０
０
・
４
５
０
７
）

高
田
小
学
校
か
ら
の

お
知
ら
せ

高
田
小
学
校
は
、
今
年
４
月
に

新
校
舎
に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
旧
校
舎
は
今
年

10
月
下
旬
頃
よ
り
取
り
壊
し
作

業
に
入
り
、
校
庭
も
整
地
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

旧
校
舎
お
よ
び
校
庭
に
は
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
や
数
々
の
思

い
出
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

卒
業
生
は
も
と
よ
り
地
域
の

方
々
に
と
っ
て
も
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
移
動
な
ど

に
つ
い
て
は
高
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ

県
有
地
売
払
い
の

お
知
ら
せ

茨
城
県
で
は
、
現
在
、
県
有
地

を
売
却
し
て
い
ま
す
。入
札
は

誰
で
も
簡
単
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、
入
札
に
先
立
ち
現
地

説
明
会
も
開
催
し
ま
す
。

売
払
物
件
：
旧
江
戸
崎
高
等
学

校
公
舍
敷
地
Ａ
・
教
職
員
住
宅

敷
地
Ａ
（
稲
敷
市
江
戸
崎
字
法
蓮

坊
甲
４
２
６
番
６
お
よ
び
甲
４
２

６
番
７
）
／
地
目
：
宅
地（
市
街

化
調
整
区
域
）
／
面
積
：
８
５

６
・
１
１
㎡
／
最
低
売
却
価

格
：
８
６
３
万
円
／
現
地
説
明

会
：
９
月
11
日（
日
）お
よ
び
９

月
12
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜

※
２
日
間
と
も
同
じ
内
容
で
す

／
入
札
日
時
：
９
月
26
日（
月
）

午
後
１
時
〜
／
入
札
会
場
：
茨

城
県
土
浦
合
同
庁
舎

●
茨
城
県
総
務
部
管
財
課　
公

有
財
産
利
用
推
進
室
☎
０
２
９

‐
３
０
１
‐
２
３
８
０

hphttp://w
w
w
.pref.

ibaraki.jp/tp/tochi

初
歩
か
ら
の
古
文
書
講

座
の
受
講
生
を
募
集

歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
、

資
料
館
講
座
「
初
歩
か
ら
の
古

文
書
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
初
心

者
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。第

１
回
講
座
は
９
月
17
日（
土
）に

開
催
予
定
で
す
。

日
時
：
毎
月
第
２
土
曜
日　
午

後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
／

会
場
：
市
立
図
書
館
２
階
会
議

室
／
講
師
：
坂
本
弥
太
郎
先
生
、

石
井
駿
先
生
／
定
員
：
15
名
程

度（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

受
講
料
は
無
料
。教
材
・
資
料

は
資
料
館
の
収
蔵
品
を
利
用
し

ま
す
が
、
別
途
必
要
と
な
っ
た

も
の
に
つ
い
て
は
受
講
生
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

【
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
】

９
月
12
日（
月
）か
ら
16
日（
金
）

ま
で
、
館
内
資
料
の
燻
蒸
作
業

の
た
め
、休
館
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
‐
７
９
‐
３
２
１

１

募集

bo

Ａ
で
検
討
す
る
予
定
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
所
在
は
本
校
で
は
把
握
し
き

れ
な
い
で
い
ま
す
。心
当
た
り

の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
取
り
壊

し
作
業
に
入
る
前
（
９
月
末
日
）

ま
で
に
、
高
田
小
学
校
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

●
高
田
小
学
校
☎
０
２
９
‐
８

９
２
‐
２
２
４
２

全
国
一
斉
無
料

成
年
後
見
相
談
会

成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
面
談
相
談
が
原
則
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
日
ま
で
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
：
９
月
17
日（
土
）午
後
１

時
か
ら
４
時
／
受
付
時
間
：
午

後
１
時
か
ら
３
時
／
場
所
：
水

戸
会
場
＝
茨
城
司
法
書
士
会
館

（
水
戸
市
五
軒
町
１‐

３‐

16
）

神
栖
会
場
＝
神
栖
市
保
健
・
福

祉
会
館
（
神
栖
市
溝
口
１
７
４
６

‐

１
）

●
㈳
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
茨
城
支
部
☎

０
２
９
‐
３
０
２
‐
３
１
６
６

●
茨
城
司
法
書
士
会
☎
０
２
９

‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

いろ
いろ

ir

茨
城
県
女
性
プ
ラ
ザ
男

女
共
同
参
画
支
援
室

茨
城
県
で
は
、起
業
、再
就
職
、

地
域
・
団
体
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
す
る
人
を
支
援
す
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
男
女
共
同
参

画
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の

拠
点
と
な
る
「
茨
城
県
女
性
プ

ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援
室
」

が
開
室
し
ま
し
た
。

　
支
援
室
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

相
談
や
法
律
相
談
等
の
各
種
相

談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
交
流
の

場
の
提
供
や
地
域
情
報
の
収

集
・
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
：
土
日
祝
日
を
除
く

毎
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

／
場
所
：
〒
３
１
０
‐
０
０
１

１
／
茨
城
県
水
戸
市
三
の
丸
１

‐
７
‐
41
／
業
務
内
容
：
①
チ

ャ
レ
ン
ジ
相
談
・
支
援
②
特
別

相
談（
法
律
相
談
、仕
事
と
心
の
相

談
、
グ
ル
ー
プ
相
談
）
③
一
般
相

談（
家
族
、夫
婦
、学
校
、職
場
、地

域
で
の
悩
み
事
や
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
な
ど
）

☎
０
２
９
‐
２
３
３
‐
３サ
ン
キ
ュ
ー９

８ハ
ー
モ
ニ
ー２
／
☎
０
２
９
‐
２
３
３

‐
７な
や
み
な
し

８
３
７（
相
談
専
用
）

topics

敬老会日程
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■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。9月20日（火）午前8時30分
から受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝9月27日（火）／桜川庁舎＝9月28（水）／時間：
午後1時～
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2208）
■心配ごと相談
申込：予約制。各会場へ／無料
江戸崎福祉センター tel.029-892-5711＝9月5日（月）、
15日（木）午後1時～3時　▽ふれあいセンター tel.0297-8
7-6888＝9月1日（木）、15日（木）午後１時30分～４時　
▽桜川公民館tel.029-892-2000（内線4801）＝9月13日
（火）、21日（火）午後１時～４時　▽東公民館tel.0299-80-5070
＝9月7日（水）、21日（水）午後１時～４時
■行政相談
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
江戸崎公民館＝9月5日（月）午後1時～3時　▽ふれあいセ
ンター＝9月2日（金）、15日（木）午後１時30分～４時　▽
桜川公民館＝9月13日（火）午後１時～４時　▽東公民館＝
9月21日（水）午後１時～４時
■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
日時：9月13日（火）午後1時～午後4時まで／場所：新利根
農村環境改善センター
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）
■家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日程：9月9日（金）、30日（金）午前10時～午後4時／場所：
江戸崎公民館／申込：要予約
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
■子育てサロン
就学前のお子さんとその親を対象に開催します。
日程：9月9日（金）、30日（金）午後1時30分～3時30分／
場所：江戸崎体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
■10月の納税（納期限：10月31日（月））
市県民税：3期、介護保険料：4期、国民健康保険税：4期

■休日診療当番医
9月4日（日） ゆはらクリニック（桜川）tel.029-894-2002
 さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
 八代内科医院（龍ケ崎）tel.0297-64-1710
 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
9月11日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
 三石内科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-2234
 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
9月18日（日） 江戸崎病院（桜川）tel.029-894-2611
 森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
 山本医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3348
 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
9月19日（月） 角崎クリニック（新利根）tel.0297-87-6030
 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
9月23日（金） 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
 阿見第一クリニック（阿見）tel.029-887-3511
 吉澤胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0977
 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
9月25日（日） 和田医院（桜川）tel.029-894-2412
 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3245
 みやおか外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
■交通事故相談
日時：10月19日（水）午前10時から午後3時まで／会場：
茨城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）　▽江戸崎庁舎第2駐車場奥=9月8
日（木）午後1時30分～50分　▽桜川保健センター前駐車場
＝9月1日（木）、29日（木）午前10時40分～11時
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

informationくらしと情報 informationくらしと情報

可
。
／
申
込
先
：
〒
３
１
１
‐

４
１
４
３　
水
戸
市
大
塚
町
９

９
３
‐
７
茨
城
県
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
事
務
局
℻
０
２
９
‐
２

５
１
‐
３
２
４
６

●
茨
城
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

鳥と

生り
ゅ
う

☎
・
℻
０
２
９
６
‐
２

０
‐
３
３
８
６

お
詫
び
と
訂
正

７
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

Ｐ
13
＝
「
高
齢
者
を
狙
う
悪
質

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
ご
注
意

子育てカレンダー
■地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-3600）
日程 内容 会場 定員
9月1日（木） 風船で遊ぼう（０～１歳） ふ 15組
9月6日（火） 敬老の日制作（1歳～2歳半） ふ 15組
9月8日（木） サロンの日（0歳～） ふ どなたでも
9月13日（火） 敬老の日制作（2歳半～） ふ 15組
9月22日（木） お散歩へ行こう 桜運 どなたでも
9月29日（木） お誕生日会8・9月 ふ どなたでも

■ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程 内容 会場 定員
9月8日（木） 親子体操 二 30組

■あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-3703）
日程 内容 会場 定員
9月21日（水） 親子体操 桜 どなたでも

会場：ふ＝ふれあいセンター／ニ＝江戸崎第ニ保育所／桜＝桜
川保育所／桜運＝桜川運動公園。現地集合となります。

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時～、
 日曜＝午前9時～
料理教室 9月26日（月）午前10時～
リハビリ体操教室 9月26日（月）午後１時～
太極拳教室 9月28日（水）午後1時30分～
生花教室 9月29日（木）午後１時30分～
手話愛好会 9月16日（金）午後７時～
カラオケ教室 火・土曜午後１時30分～
絵手紙教室 9月28日（水）午後１時30分～
梅さんの落語会 9月8日（木）午前10時30分～
囲碁教室 月曜午後１時～

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

開
業
記
念
ウ
ォ
ー
ク

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
を

記
念
し
、
全
20
駅
沿
線
を
５
回

で
歩
く
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
開
業
記
念
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０

５
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

１
回
目
開
催
日
：
９
月
４
日

（
日
）
／
区
間
：
つ
く
ば
駅
〜

み
ど
り
の
駅
（
12
 

km
）
／
集
合

場
所
：
つ
く
ば
中
央
公
園
／
集

合
・
出
発
：
受
付
＝
午
前
９
時

か
ら
、
出
発
＝
午
前
10
時
／
参

加
費
：
一
般
＝
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
＝
３
０
０
円
／
２
回

目
以
降
の
日
程
：
２
回
目
＝
10

月
10
日（
月
）み
ど
り
の
駅
〜
守

谷
駅
、
３
回
目
＝
12
月
11
日

（
日
）
守
谷
駅
〜
柏
た
な
か
駅
、

４
回
目
＝
18
年
１
月
29
日（
日
）

柏
た
な
か
駅
〜
三
郷
中
央
駅
、

５
回
目
＝
２
月
５
日（
日
）三
郷

中
央
駅
〜
秋
葉
原
駅
／
申
込
方

法
：
事
前
申
込
は
ハ
ガ
キ
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
（
１
回
分
か
全
５
回
か
を

明
記
。団
体
の
場
合
は
代
表
者
名

と
総
人
数
で
、
当
日
に
名
簿
提
出

が
必
要
で
す
。）
※
当
日
受
付
も

を
！
」
の
記
事
中
、

県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
土
浦
分
室
の
電
話

番
号

誤
：
０
２
９
９
‐
８

２
２
‐
８
５
１
１

正
：
０
２
９
‐
８
２

２
‐
８
５
１
１

イベ
ント

Ev

総人口：49,934人（+3）
　　男：24,769人（+17）
　　女：25,165人（-14 ）
世帯数：14,933（+21）
※8月1日現在。かっこは前月比

発生件数：28（185）
　負傷者：48（236）
　　死者：1（9）
※7月1日～31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数
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歌
を
始
め
て
60
年
の
集
大
成
と
も
い
え

る
作
品
集
で
す
。ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

4
夏
の
交
通
安
全

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
の
周

辺
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
、
同

母
の
会
の
ほ
か
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル

ズ
の
選
手
や
江
戸
崎
高
校
、
江
戸
崎
西

高
校
の
野
球
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
陣
式
で
は
江
戸
崎
保
育
園
の
鼓
笛
隊

が
演
奏
を
行
い
、
小
さ
な
一
日
署
長
さ

ん
が
、
交
通
事
故
防
止
を
参
加
者
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

5
ハ
ン
マ
ー
投
げ
石
崎
君
優
勝

霞
ヶ
浦
高
等
学
校
２
年
の
石
崎
充
く

ん（
西
町
）が
、
６
月
17
日
、
千
葉
県
千

葉
市
で
開
催
さ
れ
た
北
関
東
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会
の
ハ
ン
マ

ー
投
げ
で
53
・
95
ｍ
の
す
ば
ら
し
い
記

録
を
出
し
、
並
み
居
る
強
豪
を
押
さ
え

て
見
事
優
勝
。念
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
を
決
め
ま
し
た
。石
崎
君
は
高
校

入
学
後
、
陸
上
部
に
入
部
。顧
問
の
石

井
先
生
か
ら
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
指
導
を

受
け
、
め
き
め
き
と
実
力
を
つ
け
、
今

回
の
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。「
優
勝

な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
び

っ
く
り
し
て
い
ま
す
。」
と
感
想
を
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

1
市
内
各
地
で
祇
園
祭

７
月
と
い
え
ば
祇
園
の
季
節
。市
内
各

地
で
様
々
な
祇
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

砂さ
ん
切ぎ
り
囃
子
が
特
徴
の
伊
佐
部
（
表
紙
）、

古
式
ゆ
か
し
い
古
渡（
写
真1-a

）、素
朴

な
お
祭
り
の
月
出
里（
写
真1-b

）、山
車

が
迫
力
の
江
戸
崎（
写
真1-c

）、荒
い
神

輿
も
み
が
特
徴
の
太
田
（
写
真1-d

）
な

ど
、
地
区
ご
と
に
特
徴
の
あ
る
お
祭
り

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

2
常
陽
銀
行
か
ら
パ
イ
プ
椅
子

市
へ
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店
か
ら
パ
イ

プ
椅
子
２
０
０
脚
と
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈

ら
れ
、
目
録
の
贈
呈
が
市
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
常
陽
銀
行
が
創
立

70
周
年
を
記
念
し
て
行
う
地
域
へ
の
貢

献
活
動
の
一
つ
で
、
防
犯
ブ
ザ
ー
は
市

内
の
各
小
学
校
の
児
童
へ
、
ま
た
、
パ

イ
プ
椅
子
は
江
戸
崎
地
区
内
４
つ
の
小

学
校
で
活
用
さ
れ
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
根
本
さ
ん
歌
集
を
寄
贈

こ
の
ほ
ど
、
稲
敷
短
歌
会
の
代
表
を
つ

と
め
る
根
本
正
直
さ
ん（
門
前
）が
、
自

費
出
版
し
た
歌
集
「
湖
空
」
を
市
立
図

書
館
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
歌
集

は
根
本
さ
ん
が
平
成
元
年
か
ら
平
成
16

年
ま
で
に
創
っ
た
歌
の
中
か
ら
厳
選
し

た
５
０
０
首
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
短

1-b1-d5 4

23

1-a1-c

で・き・ご・と

7-8月
市内の様々な行事、風習、出来ごと
などを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課
tel.029-892-2000（代表）
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＞＞スポーツ教室参加者募集
ヨガ教室
ヨガ教室は、自分の体をみつめるひと
時です。少しづつ和らいでいく体を楽
しみませんか。
▽日程：全5回＝9月28日～10月
26日の毎週水曜日、午前10時～11
時30分▽場所：江戸崎公民館和室▽
参加費：1,000円（初日に徴収）▽定員：
40人（定員を超えた場合は抽選。その場合
は前回の教室に参加していない方を優先。

結果は応募者全員に通知します。）▽対象：
市内在住・在勤者▽申込：9月1日（木）
～9月9日（金）の間に生涯涯学習課社
会体育係（0297-87-3439（直通））へ電
話で申し込む▽必要なもの：バスタオ
ル1枚
スポーツ天国中止のお知らせ
毎月第2土曜日に江戸崎総合運動公園
で開催している「スポーツ天国」は、市
の行事のため9月、10月は中止とい
たします。ご了承ください。

＞＞市体育指導委員会発足
市の体育指導委員会が8月1日に新利
根庁舎で開催され、旧町村の指導委員
の中から選出された25名に、教育長
から委嘱状が交付されました。指導委
員は、スポーツフェスティバルの推進
や、スポーツ振興計画の策定、各種教
室や大会など、市のスポーツ振興の推
進役となります。
市体育指導委員会
【理事会】委員長＝富澤富生（桜）／副

委員長＝岡本猛（江）、根本貴正（東）、
石川きよ子（新）／理事＝臼田悳（江）、
吉田茂（桜）、岡澤一夫（東）、浜田学（新）
【委員】黒田瑞生（江）、酒井義雄（江）、
南井幸枝（江）、岡野廣（江）、唐澤章
（江）、池延博（江）、椎木利夫（新）、大徳
健二（新）、大黒祥子（新）、坂本二三男
（桜）、成毛房男（桜）、浅野重巳（桜）、宮
本昇（桜）、黒澤克巳（桜）、坂本勝枝
（東）、高城光夫（東）、薄井教代（東）

＞＞大会結果
市スポーツ少年団空手道練成大会
第20回空手道練成大会が、7月10日
（日）江戸崎総合運動公園体育館を会場
に行われ、熱戦を繰り広げました。
大会結果
【形】▽幼年部＝優勝：阿保雅也（江）、
2位：島田連（江）▽1年生＝優勝：宮
本晴子（桜）、2位：根本薫（桜）、3位：
関侑司（桜）▽2年生＝優勝：坂本正樹
（東）、2位：岡野祐士（桜）、3位：野口
陽向（桜）、敢闘賞：斎藤裕太（東）・川口

亜希人（江）▽3年生＝優勝：宮本正樹
（東）、2位：正慶帆香（江）、3位：軽部
知可長（江）、敢闘賞：宮本路子（桜）・大
野耕誠（江）▽4年生＝優勝：宮本優眞
（東）、2位：宮川拓（江）、3位：小貫史
訓（桜）、敢闘賞：江副貴顯（江）・大崎拓
実（東）・高安ひかり（東）▽5年生＝優
勝：貝塚葵（江）、2位：佐藤祐介（江）、
3位：佐藤啓介（江）、敢闘賞：岩崎浩明
（江）・寺崎友紀（東）・根本綾乃（東）・石
井宏明（東）▽6年生＝優勝：正慶宗一
郎（江）、2位：冷水大（江）、3位：湯
原慶一（江）▽中学生＝優勝：鈴木元基
（江）、2位：高安ひとみ（東）、3位：根
本千秋（東）
【組手】▽3・4年生＝優勝：大野耕誠
（江）、2位：軽部知可長（江）、3位：宮
川拓（江）、敢闘賞：湯原宏斗（江）▽5・
6年生＝優勝：貝塚葵（江）、2位：冷
水大（江）、3位：湯原慶一（江）

スポーツ
●稲敷市生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

お
い
し
い
イ
チ
ジ
ク
は
、

皮
ご
と
い
た
だ
く

新
利
根
の
特
産
品
、
い
ち
じ
く
。

そ
の
生
産
者
の
一
人
で
あ
る
本
橋

秀
夫
さ
ん
宅
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。イ
チ
ジ
ク
畑
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
中
に
あ
り
、
す
ご
く
暑

い
！
朝
・
夕
に
収
穫
作
業
を
し
て

し
ま
う
と
い
う
の
も
納
得
で
す
。

　
ま
た
、
イ
チ
ジ
ク
の
箱
詰
め
作

業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。で
、
一
つ
味
見
を
さ
せ
て
も

ら
う
こ
と
に
。い
つ
も
は
割
っ
て

中
身
だ
け
を
食
べ
て
い
る
ん
で
す

が
、「
皮
ご
と
食
べ
れ
る
ん
だ
よ
」

と
言
わ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て

み
ま
し
た
が
、本
当
に
お
い
し
い
。

と
れ
た
て
は
一
味
違
い
ま
す
ね
。

レポーター大募集！
稲敷市のうまいもんを、素敵な笑顔で紹介してくれるレポーターを
募集しています。「レポーター希望」と明記し、下記宛先まで応募く
ださい。（食べ物の好き嫌い、取材の日程などは調整いたします。）

いちじくは子どもの頃から食べていたの
で大好きなんです。家族みんなが好きな
ので、よく買って食べます。今日は、しっ
かりレポートできるように頑張ります!

今月のレポーター
工藤美絵さん（時崎）

わが故
ま ち
郷の味、発見の旅へ…no.2

いなしきいなしいなしいなしきききききうまいもん

大盤振舞い
！

今回、JA稲敷さんから「いちじく」
を提供していただきました。広報
稲敷の読者の方８名様にプレゼン
トいたします。はがきでご応募くだ
さい。締切９月22日消印有効。
当選者の発表は引換券の発送を
もってかえさせていただきます。

Present
8名

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７-

１

稲
敷
市
役
所
秘
書
広
聴
課

広
報
稲
敷

「
う
ま
い
も
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

⑨
」
係

300-059550

○住所
○氏名
○年齢
○電話番号
○ご希望の商品名
○わたしのオススメ！
　うまいもん
○広報稲敷の感想

☎0297-87-5871
稲敷市中山4465-2
OPEN　午前10時から午後6時
毎週火曜日定休

国道408号国道408号

県道龍ケ崎・潮来線県道龍ケ崎・潮来線
コンビニエンスストアコンビニエンスストア

常陽銀行常陽銀行

ショッピングセンター新利根ＣＯＭショッピングセンター新利根ＣＯＭ

ＪＡ稲敷
新利根直売所
ＪＡ稲敷
新利根直売所

新利根川新利根川堂前橋堂前橋

JA稲敷　新利根直売所

冷やしたイチジクにヨーグルトをか
けて食べるとおいしいそうです。
また、天ぷらにして食べるという話
も（驚）。丸ごと揚げて、輪切りにして
食べるそうです。一度お試しあれ。

口
の
中
に
ほ
ん
の
り
と
広
が
る

風
味
を
持
つ
健
康
食
品

食べるのに夢中になっ
て、ついつい取材を忘れ
ちゃいます（笑）

食
べ
頃
を
見
極
め
る

　
出
荷
は
７
月
下
旬
か
ら
10
月
下

旬
に
か
け
て
。「
天
気
に
よ
っ
て

イ
チ
ジ
ク
の
状
態
が
変
わ
る
か

ら
、
収
穫
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難

し
い
。お
客
さ
ん
の
手
元
に
届
く

時
が
食
べ
頃
に
な
る
よ
う
に
し
な

く
ち
ゃ
な
。」と
い
う
本
橋
さ
ん
。

購
入
先
は
…

　
美
容
と
健
康
に
、
と
て
も
良
い

イ
チ
ジ
ク
。Ｊ
Ａ
稲
敷 

新
利
根
直

売
所
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

今頃が出荷の最盛期。
家族みんなで箱詰めを
していました。
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 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

＞＞健康づくり事業「運動教室」
随時、参加者を募集しています。／時間：午前10時から※＝午後2時から／申込：ふれあいセンターまで
9月13日（火） リフレッシュ体操＆体力づくり 9月15日（木） 親子で遊ぼう！
9月16日（金） 東散策！ウォーキング教室 9月22日（木） 桜川散策！ウォーキング教室
9月27日（火） リフレッシュ体操＆体力づくり 10月4日（火） リフレッシュ体操＆体力づくり
10月6日（木） 桜川散策！ウォーキング教室 10月7日（金） 新利根散策！ウォーキング教室
10月13日（木） 江戸崎散策！ウォーキング教室 10月17日（月）※ さわやか体操・いこいのプラザ
10月21日（金） 東散策！ウォーキング教室 10月24日（月）※ さわやか体操・根本共同利用施設
10月25日（火） リフレッシュ体操＆体力づくり 10月27日（木） 親子で遊ぼう！

＞＞乳幼児予防接種
申込：予約制です。10月実施分は9月20日（火）から受付します。
10月3日（月） 風しん 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター
10月4日（火） ポリオ 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター
10月4日（火） 三種混合 午後1時30分～2時 東保健センター
10月7日（金） ポリオ 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター
10月11日（火） 三種混合 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター
10月13日（木） ポリオ 午後1時30分～2時 東保健センター
10月14日（金） ポリオ 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター

＞＞いきいき体操教室
「いきいき体操教室」では、ストレッチ
や筋力トレーニングなど、健康づくり、
体力向上を目的とした体操を行いま
す。最近、体力の低下や運動不足を感
じている方は、ぜひご参加ください。
　楽しい運動で身体を動かし、元気ハ
ツラツ・いきいきと歳を重ねていきま
しょう！
日程：全8回＝10月21日（金）、10
月31日（月）、11月25日（金）、12月
19日（月）、1月20日（金）、2月16日
（木）、3月1日（水）、3月24日（金）／
時間：午後2時～3時30分／場所：東

保健センター／対象：市在住で60歳
以上の方／料金：無料（保険加入料は別
途負担）／申込：10月7日（金）までに、
ふれあいセンター、東保健センターで、
申込用紙に必要事項を明記して申し込
む。電話でも可。

＞＞しぼれ！体脂肪
「しぼれ！体脂肪＆生活習慣予防教室」
では、健康的に減量・体重維持したい
方、健診結果で「太りぎみ」だった方、
生活習慣病を予防・改善したい方など、
食習慣と運動習慣の基礎知識を身につ
け、教室に参加してライフスタイルを

見直してみましょう。
日程：全12回＝10月6日（木）、10
月13日（木）、10月20日（木）、10月
27日（木）※、11月10日（木）、11月
24日（木）、12月1日（木）※、12月8
日（木）、12月15日（木）※、平成18年
1月12日（木）、1月26日（木）、2月2
日（木）まで／時間：午後2時～3時30
分（※午前10時から）／場所：ふれあい
センター／対象：市在住・在勤の方／
料金：無料（保険加入料は別途負担）／
必要な物：筆記用具、運動服、運動靴な
ど／申込：9月30日（金）までにふれ
あいセンターへ申し込む。

10月17日（月） ポリオ 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター
10月18日（火） ポリオ 午後1時30分～2時 桜川保健センター
10月19日（水） ポリオ 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター
10月20日（木） ポリオ 午後1時10分～1時40分 ふれあいセンター
10月21日（金） 麻しん 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター
10月25日（火） 風しん 午後1時15分～2時 東保健センター
10月26日（水） 三種混合 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター

＞＞乳幼児健診・育児教室
申込：不要です。対象者には通知を送ります。
10月5日（水） 2歳児歯科健診 午後1時15分～1時30分 桜川保健センター
10月11日（火） 3歳児健診 午後1時15分～1時45分 桜川保健センター
10月12日（水） 3～4か月児健診 午前9時30分～9時45分 江戸崎保健センター
10月12日（水） 6～7か月児育児教室 午後1時15分～1時45分 江戸崎保健センター
10月14日（金） 6～7か月児育児教室 午前9時15分～9時45分 東保健センター
10月14日（金） 3～4か月児健診 午後1時15分～1時45分 東保健センター
10月18日（火） 2歳児歯科健診 午前9時15分～9時30分 ふれあいセンター
10月27日（木） 1歳6か月児健診 午後1時15分～1時45分 江戸崎保健センター
10月28日（金） 3歳児健診 午前9時～9時30分 ふれあいセンター

＞＞子育て支援「キッズクラブ」
親子で遊ぶ教室です。申込：会場またはふれあいセンターまで／時間：午前10時～11時30分
桜川保健センター＝9月21日（水）、10月20日（木）＝／東保健センター＝9月29日（木）、10月26日（水）

＞＞成人病検診
内容：地区検診／申込：不要です。直接来場ください。大腸がん検査のみ予約が必要です。／時間：午前＝午前10時～11時、
午後＝午後1時30分～2時30分
10月24日（月） 午前 桜川保健センター 10月24日（月） 午後 四箇地区防災センター
10月25日（火） 午前 阿波地区防災センター 10月25日（火） 午後 神宮寺集落センター
10月26日（水） 午前 いなしき青年の家 10月26日（水） 午後 いなしき青年の家
10月27日（木） 午前 東農村集落センター 10月27日（木） 午後 浮島中央集落センター
10月28日（金） 午前 戸前集落センター 10月28日（金） 午後 馬渡地区防災センター

＞＞相談
健康についてお気軽にご相談ください／申込：不要。直接来場ください。
10月4日（火） 住民健康相談 午前10時～11時30分 江戸崎保健センター

＞＞リハビリ
簡単な体操です／申込：予約制／時間：午後1時30分～3時30分／場所：ふれあいセンター
10月5日（水）、10月12日（水）、10月19日（水）、10月26日（水）

＞＞精神保健
申込：予約制。会場へ申し込んでください。時間：午前10時～11時30分、午後＝午後1時30分～3時30分
こころの健康相談＝10月19日（水）午後／ふれあいセンター、10月31日（月）午後／江戸崎保健センター
こころのリハビリ＝10月20日（木）午前／ふれあいセンター  
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、fax0299-79-3113
 　図書館蔵書検索：HP　opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981
 　※ご利用方法は施設ごとに違いますので、ご確認ください。

図書館・図書室だより

9月の開館（室）日

 日 月 火 水 木 金 土
     1 2 3 
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 
休館（室）日：■
開館（室）時間：午前9時～午後５
時、※図書館は水曜日のみ午前11
時～午後7時
※江戸崎図書室：毎週月曜日と9
月20日（火）、23日（金）、27日（火）
休室
※新利根、桜川図書室：毎週月曜
日休室

市立図書館新着図書
1「モーダルな事象」
奥泉光、

2「永遠の旅行者（上･
下）」橘玲、
3「さよならバースデ
イ」荻原博、

4「ツチヤの口車」土
屋賢二

＞＞江戸崎図書室情報
＞新着図書
「ワルの知恵本」門昌央、「直伝トヨタ
方式」中山清孝、「おもしろガーデニン
グ」林角郎、「電車男」中野独人、「野ブ
タ。をプロデュース」白石玄、「半島を
でよ」村上龍、「毎日かあさん2」西原理
恵子、「太陽の黙示録」かわぐちかいじ

＞＞新利根図書室情報
＞おはなし会
「おじちゃんとおばあちゃんの話」と
「お月見」のお話会を開催します。どな
たもお気軽にどうぞ。
日程：9月4日（日）午後2時から3時
まで／場所：新利根公民館2階和室

で芥川賞、直木賞を受賞された方々の
作品を展示します。
＞新着資料
「朱雀村の惨劇」吉村達也、「旅行鞄に
はなびら」伊集院静、「土の中の子ども」
中村文則（芥川賞）、「水滸伝18」北方
謙三、「寂聴人は愛なしでは生きられ
ない」瀬戸内寂聴、「情夫」藤堂志津子、
「あらいざらい本の話」出久根達郎、「人
生にはチャンスが三度ある」萩本欽一、
「33歳ガン漂流ライト･イグジット」
奥山貴宏「神様がくれた涙」飯島夏樹、
「恋愛の毛沢東」渡辺淳一
＞休館日のおしらせ
蔵書点検のため、9月2日（金）～9月
15日（木）の間を休館とさせていただ
きます。ご迷惑をおかけいたしますが、
ご協力をお願いします。

＞＞市立図書館情報
＞子ども映画会
「ジャングル大帝　動物学校」
日程：9月17日（土）、18日（日）午後
2時～（上映時間28分）／申込：当日図
書館カウンターで申し込み／定員70
名
＞おはなし会
ボランティアの方が、子どもたちへ紙
芝居や絵本を読んでくれます。
日程：9月25日（日）午後2時～／内
容：いそがしい夜（絵本）ほか
＞9月の展示「芥川賞・直木賞」
第133回芥川賞・直木賞が発表され、
芥川賞に中村文則さん（27）の「土の中
の子ども」が、直木賞に朱川湊さん
（42）の｢花まんま」が選ばれました。
図書館では、おふたりの作品やこれま
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市民のみなさんのご意
見、ご提案を今後の編
集に反映していきたい
と思います。秘書広聴
課まで。
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編集後記　▽太田の祇園祭を取材しました。激しい御神輿の担ぎ方にしばし呆然。カメラを抱え
たままシャッターを切れずに数十秒。合併して一番驚いた取材となりました。（坂本）　▽某所で台
湾ラーメンを食べました。ちょっと沖縄そばテイストなスープでとてもよかったです。（次は娘と
行きたいG4出）　▽「うまいもん」へ多数の応募ありがとうございます。ハズレてしまった方、本当
にごめんなさい。今月のチャレンジもお待ちしています。（池）

今月は、西代（東地区）の「横利根閘門」
です。

☆
横利根閘門は、明治33年（1900）に始
まった利根川改修工事の一部として、
霞ヶ浦と利根川を連絡する舟運の重要
なルートである横利根川の利根川合流
口（茨城県と千葉県の境）に造られた閘
門で、大正10年（1921）に完成しまし
た。舟運が衰退した現在でも、釣り船
などの運航に利用されています。

　横利根閘門は、煉瓦と石組みによる
閘門としては日本で最後に建造され
た、当時としては最大規模（長さ90.9
ｍ、幅10.9ｍ）のものです。中世以来の
ヨーロッパ閘門の伝統を受け継いだ構
造は、土木技術史上、煉瓦造閘門の一
つの到達点を示す遺構として重要であ
ると評価され、平成12年に国の重要
文化財に指定されています。
平成６年、国土交通省（当時は建設省）
は、痛みの激しい部分の補修と、門扉

の開閉の自動化の改築を行いました。
これを機に、閘門の周辺を含めて「横
利根閘門ふれあい公園」として整備し、
平成12年から一般に公開されていま
す。

ぶら～り・稲敷　no.3　横利根閘
こう
門
もん
の巻

横利根閘門
ふれあい公園
横利根閘門
ふれあい公園国道51号

利根川利根川水郷大橋水郷大橋

横利根川横利根川

コンビニエンスストアコンビニエンスストア

ショッピングセンター
アピタ・パルナ
ショッピングセンター
アピタ・パルナ

※閘門とは、水位が異なる川と川の間に
設置し、船が航行できるように水位を調
節する施設をいい、横利根閘門は、利根
川が増水したときに、霞ヶ浦に洪水が逆
流するのを防ぐ機能も果たしています。


